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Ⅰ 検査目的及び項目 

本検査※ は、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和３２年法

律第１６６号。）第１６条の３第１項に基づき実施する核燃料物質の加工の事業に関

する規則（昭和４１年総理府令第３７号。以下「加工規則」という。）第３条の６第２

号に係る使用前検査について、核燃料物質の貯蔵施設が認可した設計及び工事の方法

の申請（以下「設工認申請書」という。）に従い製作、据付され、所定の性能を有して

おり、原子力規制委員会規則で定める技術上の基準に適合するものであることを確認

するもので、以下の検査を実施する。 

なお、原子力規制委員会規則で定める技術上の基準とは、加工施設の性能に係る技

術基準に関する規則（平成２５年原子力規制委員会規則第１９号。以下「性能の技術

基準」という。）のうち第３条第１項、同条第２項、第４条第３項、第６条第１項、第

１０条、第１２条、第１６条第２項及び第１７条である。 

※原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に

関する法律等の一部を改正する法律（平成２９年法律第１５号）附則第７条第１項の規定

に基づき、なお従前の例による。 

 

◯核燃料物質の貯蔵施設 

材料検査、員数検査、配置検査、据付検査、外観検査、設計変更の生じた構築物等

に対する適合性確認結果の検査 

 

 

Ⅱ 検査場所 

原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

大阪府泉南郡熊取町朝代西一丁目９５０番地 
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Ⅲ 検査範囲  

１ 検査対象施設及び範囲     

施

設

区

分 

設備・機器名称 

機器名 
台数 

変更

内容 

分割制定 

1 回 
その 1-1 

２回 
その 1-2 

３回 
その 1-3 

４回 
その 1-4 

核

燃

料

物

質

の

貯

蔵

施

設 

 

輸送容器搬送コンベアNo.1-1 

― 
1 台 

変更
なし － － ◯ 

 

輸送容器搬送コンベア No.1-2 
― 

1 台 改造 － － ◯ 
 

粉末缶移載装置 No.1-1 
― 

1 台 
変更
なし － － ◯ 

 

粉末缶移載装置 No.1-2 
― 

1 台 
変更
なし － － ◯ 

 

粉末缶搬送コンベア No.1 
― 

1 台 
変更
なし － － ◯ 

 

輸送容器搬送コンベア No.2-1 
― 

1 台 
変更
なし － － ◯ 

 

輸送容器搬送コンベア No.2-2 
― 

1 台 改造 － － ◯ 
 

粉末缶移載装置 No.2-1 
― 

1 台 
変更
なし － － ◯ 

 

粉末缶移載装置 No.2-2 
― 

1 台 
変更
なし － － ◯ 

 

粉末缶搬送コンベア No.2 
― 

1 台 
変更
なし － － ◯ 

 

原料保管設備Ｄ型 No.1 
― 

1 台 改造 ◯ － － 
 

原料搬送設備 No.2 
粉末スタッカクレーン 

1 台 
変更
なし ◯ － － 

 

原料搬送設備 No.2 
粉末缶コンベア 

2 台 改造 ◯ － － 
 

原料搬送設備 No.2 
粉末缶受台 

1 台 
変更
なし ◯ － － 

 

原料搬送設備 No.2 
粉末缶台車 

1 台 
変更
なし ◯ － － 

 

原料保管設備Ｅ型 No.1 
― 

1 台 改造 － － － 
 

原料保管設備Ｅ型原料搬送設備 
粉末搬送機 No.1 

1 台 
変更
なし ◯ － － 

 

原料保管設備Ｅ型原料搬送設備 
粉末搬送機 No.2 

1 台 
変更
なし － － － 

 

原料保管設備Ｅ型原料搬送設備 
粉末搬送機 No.3 

1 台 
変更
なし ◯ － － 

 

原料保管設備Ｅ型原料搬送設備 
粉末搬送機 No.4 

1 台 
変更
なし ◯ － － 

 

保管容器Ｆ型 
― 

13000
個 

変更
なし － － － 

 

保管容器Ｆ型 
（中性子吸収板Ｉ型内蔵型） 

― 
1800 個 

変更
なし － － － 
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施

設

区

分 

設備・機器名称 

機器名 
台数 

変更

内容 

分割制定 

1 回 
その 1-1 

２回 
その 1-2 

３回 
その 1-3 

４回 
その 1-4 

核

燃

料

物

質

の

貯

蔵

施

設 

 

ペレット保管ラックＢ型 No.1 
― 

1 台 改造 ◯ － － 
 

ペレット搬送設備 No.3 
ペレットスタッカクレーン 

1 台 
変更
なし ◯ － － 

 

保管容器Ｇ型 
― 

2438 個 
変更
なし － － － 

 

ペレット保管ラックＥ型 No.2-1 
― 

1 台 改造 － ◯ － 
 

燃料棒保管ラックＢ型 No.1 
― 

1 台 改造 － ◯ － 
 

燃料棒保管ラックＢ型 No.2 
― 

1 台 改造 － － － 
 

燃料棒搬送設備 No.7 
燃料棒スタッカクレーン 

1 台 改造 － ◯ － 
 

燃料棒搬送設備 No.7 
燃料棒トレイコンベア 

1 台 
変更
なし － ◯ － 

 

保管容器Ｈ型 
― 

718 個 
変更
なし － － － 

 

燃料集合体保管ラックＥ型 No.1 
― 

1 台 撤去 － ◯ － 
 

 

 2.認可関係 

認可年月日及び認可番号等 

令和元年１０月８日 原規規発第 1910082 号 

（令和 2年 4月 6日付け熊原第 20-003号にて軽微な変更の届出） 
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Ⅳ 検査方法 

〇核燃料物質の貯蔵施設 
（輸送容器搬送コンベア No.1-1、輸送容器搬送コンベア No.1-2、粉末缶移載装置 No.1-
1、粉末缶移載装置 No.1-2、粉末缶搬送コンベア No.1、輸送容器搬送コンベア No.2-
1、輸送容器搬送コンベア No.2-2、粉末缶移載装置 No.2-1、粉末缶移載装置 No.2-2、
粉末缶搬送コンベア No.2） 

 

１．材料検査 

   (1)検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2)検査手順 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

耐震補強部材の材料が添付資料-2「表１」のとおりであることを申請者の

品質記録により確認する。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

耐震補強部材の材料が添付資料-2「表２」のとおりであることを申請者の

品質記録により確認する。 

 

２．員数検査 

   (1)検査前確認事項 

①申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

②必要な図面等が準備されていることを確認する。 

 (2)検査手順 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

耐震補強部材の員数が添付資料-2「表１」のとおりであることを申請者の

品質記録により確認する。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

耐震補強部材の員数が添付資料-2「表２」のとおりであることを申請者の

品質記録により確認する。 

 

３．配置検査 

   (1)検査前確認事項 

①申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

②必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2)検査手順 

【輸送容器搬送コンベア No.1-1】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１～３」参照） 
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【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

① 既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

② 耐震補強部材の配置を立会い又は申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、４～７」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.1-1】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、８」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.1-2】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、９」参照） 

 

【粉末缶搬送コンベア No.1】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、１０、１１」参照） 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-1】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、図ヘ－３－１」参照） 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

① 既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

② 耐震補強部材の配置を立会い又は申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、図ヘ－３－２～４」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.2-1】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、図ヘ－３－５」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.2-2】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、図ヘ－３－６」参照） 

 

【粉末缶搬送コンベア No.2】 

既設の配置を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－１－３、図ヘ－２－１、図ヘ－３－７」参照） 
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４．据付検査 

   (1)検査前確認事項 

① 申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

② 必要な図面等が準備されていることを確認する。 

(2)検査手順 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

① 耐震補強部材の据付位置及び据付状態を立会い又は申請者の品質記録に

より確認する。 

② 耐震補強部材のうちアンカーボルトの径及び本数を立会い又は申請者の

品質記録により確認する。 

（添付資料-2「表１」、「表ヘ－２－２」、「図ヘ－２－１、４～７」参照） 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

① 耐震補強部材の据付位置及び据付状態を立会い又は申請者の品質記録に

より確認する。 

② 耐震補強部材のうちアンカーボルトの径及び本数を立会い又は申請者の

品質記録により確認する。 

（添付資料-2「表２」、「表ヘ－３－２」、「図ヘ－２－１、図ヘ－３－２～

４」参照） 

 

５．外観検査 

   (1)検査前確認事項 

①申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

②必要な図面等が準備されていることを確認する。 

    (2)検査手順 

【輸送容器搬送コンベア No.1-1】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１～３」参照） 

 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

① 既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

② 耐震補強部材の外観を立会い又は申請者の品質記録により確認する。 

③ 既設で不要なアンカーボルトが撤去されていることを立会い又は申請者

の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、４～７」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.1-1】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 
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（添付資料-2「図ヘ－２－１、８」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.1-2】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、９」参照） 

 

【粉末缶搬送コンベア No.1】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、１０、１１」参照） 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-1】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、図ヘ－３－１」参照） 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

① 既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

② 耐震補強部材の外観を立会い又は申請者の品質記録により確認する。 

③ 既設で不要なアンカーボルトが撤去されていることを立会い又は申請

者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、図ヘ－３－２～４」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.2-1】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、図ヘ－３－５」参照） 

 

【粉末缶移載装置 No.2-2】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、図ヘ－３－６」参照） 

 

【粉末缶搬送コンベア No.2】 

既設の外観を申請者の品質記録により確認する。 

（添付資料-2「図ヘ－２－１、図ヘ－３－７」参照） 

 

６. 設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

 (1)検査前確認事項 

①申請者の品質記録が準備されていることを確認する。 

②必要な図面等が準備されていることを確認する。 

 (2)検査手順 

設計の変更が生じた構築物等について、設工認申請書に従って行われ、
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下記の性能の技術基準への適合性が確認されていることを申請者の品質記

録により確認する。 

・核燃料物質の臨界防止（第３条第１項、第２項） 

・火災等による損傷の防止（第４条第３項） 

・地震による損傷の防止（第６条第１項） 

・加工施設内における溢水による損傷の防止（第１０条） 

・閉じ込めの機能（第１２条） 

・安全機能を有する施設（第１６条第２項） 

・搬送設備（第１７条） 

 

Ⅴ 判定基準 

〇核燃料物質の貯蔵施設 
  （輸送容器搬送コンベア No.1-1、輸送容器搬送コンベア No.1-2、粉末缶移載装置

No.1-1、粉末缶移載装置 No.1-2、粉末缶搬送コンベア No.1、輸送容器搬送コンベ
ア No.2-1、輸送容器搬送コンベア No.2-2、粉末缶移載装置 No.2-1、粉末缶移載装
置 No.2-2、粉末缶搬送コンベア No.2） 

 

１．材料検査 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

耐震補強部材の材料が添付資料-2「表１」のとおりであること。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

耐震補強部材の材料が添付資料-2「表２」のとおりであること。 

 

２．員数検査 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

耐震補強部材の員数が添付資料-2「表１」のとおりであること。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

 耐震補強部材の員数が添付資料-2「表２」のとおりであること。 

 

３．配置検査 

【輸送容器搬送コンベア No.1-1】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

① 既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

② 耐震補強部材の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【粉末缶移載装置 No.1-1】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 
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【粉末缶移載装置 No.1-2】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【粉末缶搬送コンベア No.1】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-1】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

① 既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

② 耐震補強部材の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【粉末缶移載装置 No.2-1】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【粉末缶移載装置 No.2-2】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

【粉末缶搬送コンベア No.2】 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。 

 

４．据付検査 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

① 耐震補強部材の据付位置及び据付状態が設工認申請書に記載されたとお

りであること。 

② 耐震補強部材のうちアンカーボルトの径及び本数が設工認申請書に記載

されたとおりであること。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

① 耐震補強部材の据付位置及び据付状態が設工認申請書に記載されたとお

りであること。 

② 耐震補強部材のうちアンカーボルトの径及び本数が設工認申請書に記載

されたとおりであること。 

 

５．外観検査 

【輸送容器搬送コンベア No.1-1】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 
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【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

① 既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

② 耐震補強部材の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

③ 既設で不要なアンカーボルトが設工認申請書に記載されたとおりに撤去

されていること。 

 

【粉末缶移載装置 No.1-1】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

 

【粉末缶移載装置 No.1-2】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

 

【粉末缶搬送コンベア No.1】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-1】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

 

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

① 既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

② 耐震補強部材の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

③ 既設で不要なアンカーボルトが設工認申請書に記載されたとおりに撤去

されていること。 

 

【粉末缶移載装置 No.2-1】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

 

【粉末缶移載装置 No.2-2】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

 

【粉末缶搬送コンベア No.2】 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。 

 

６．設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適合していること。 

・核燃料物質の臨界防止（第３条第１項、第２項） 

・火災等による損傷の防止（第４条第３項） 

・地震による損傷の防止（第６条第１項） 
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・加工施設内における溢水による損傷の防止（第１０条） 

・閉じ込めの機能（第１２条） 

・安全機能を有する施設（第１６条第２項） 

・搬送設備（第１７条） 

 

Ⅵ その他 

設工認申請書に記載されている核燃料物質の加工の事業に関する規則第３条の６

第４号に基づく加工施設の性能検査をもって終了とする。 

 

Ⅶ 添付資料 

添付資料-1 立会区分表 

 

添付資料-2 関連図書 

(1/42)表１           輸送容器搬送コンベア No.1-2 耐震補強の項目 
表２           輸送容器搬送コンベア No.2-2 耐震補強の項目 

(2、3/42)表ヘ－２－１  輸送容器搬送コンベア No.1-1 仕様 

(4～6/42)表ヘ－２－２  輸送容器搬送コンベア No.1-2 仕様 

(7、8/42)表ヘ－２－３  粉末缶移載装置 No.1-1 仕様 

(9、10/42)表ヘ－２－４  粉末缶移載装置 No.1-2 仕様 

(11、12/42)表ヘ－２－５  粉末缶搬送コンベア No.1 仕様 

(13、14/42)表ヘ－３－１  輸送容器搬送コンベア No.2-1 仕様 

(15～17/42)表ヘ－３－２  輸送容器搬送コンベア No.2-2 仕様 

(18、19/42)表ヘ－３－３  粉末缶移載装置 No.2-1 仕様 

(20、21/42)表ヘ－３－４  粉末缶移載装置 No.2-2 仕様 

(22、23/42)表ヘ－３－５  粉末缶搬送コンベア No.2 仕様 

(24/42)図ヘ－１－３  第 2 加工棟の設備及び機器の配置詳細図（1 階) 

(25/42)図ヘ－２－１  搬送設備（搬出入装置）配置図 

(26/42)図ヘ－２－２  輸送容器搬送コンベア No.1-1 

(27/42)図ヘ－２－３  輸送容器搬送コンベア No.1-1（図ヘ－２－２ ①拡大図） 

(28/42)図ヘ－２－４  輸送容器搬送コンベア No.1-2 

(29/42)図ヘ－２－５  輸送容器搬送コンベア No.1-2（図ヘ－２－４ ①拡大図） 

(30/42)図ヘ－２－６  コンベアカバーNo.1 

(31/42)図ヘ－２－７  コンベアカバーNo.1（図ヘ－２－６ ①②拡大図） 

(32/42)図ヘ－２－８  粉末缶移載装置 No.1-1 

(33/42)図ヘ－２－９  粉末缶移載装置 No.1-2 

(34/42)図ヘ－２－１０ 粉末缶搬送コンベア No.1 

(35/42)図ヘ－２－１１ 粉末缶搬送コンベア No.1（図ヘ－２－１０ ①拡大図） 

(36/42)図ヘ－３－１  輸送容器搬送コンベア No.2-1 

(37/42)図ヘ－３－２  輸送容器搬送コンベア No.2-2 
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(38/42)図ヘ－３－３  コンベアカバーNo.2 

(39/42)図ヘ－３－４  コンベアカバーNo.2（図ヘ－３－３ ①②拡大図） 

(40/42)図ヘ－３－５  粉末缶移載装置 No.2-1 

(41/42)図ヘ－３－６  粉末缶移載装置 No.2-2 

(42/42)図ヘ－３－７  粉末缶搬送コンベア No.2 

 

添付資料-3 使用前検査成績書様式 

  



 

 

 

 

立 会 区 分 表 

施設区分 

機器等の名称 
重要度に 

よる区分 
立会区分 

設備・機器名称 

機器名 

安重 

区分 

耐震重要度

分類 

材料 

検査 

員数 

検査 

配置 

検査 

据付 

検査 

外観 

検査 

設計 ＊

変更  

の検査 

備考 

 

核燃料物質の

貯蔵施設 

輸送容器搬送コンベア 
No.1-1、No.2-1 

― 

非安重 

第１類 － － B － B 

B 

［記号説明］ 

 

A/B：抜取立会検査 

B：記録検査 輸送容器搬送コンベア 
No.1-2、No.2-2 

― 
第１類 B B A/B A/B A/B 

粉末缶移載装置 
No.1-1、No.2-1 

― 
第１類 

－ － B － B 
粉末缶移載装置 
No.1-2、No.2-2 

― 
第１類 

粉末缶搬送コンベア 
No.1、No.2 

― 
第１類 

＊設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査  

-1
3

- 

添付資料-1 



添付資料―2(1/42)

表 1 輸送容器搬送コンベア No.1-2 耐震補強の項目

補強項目 関連部材 断面等及び員数 対応図
------------------------.. 
＇ ：図ヘー 2-6、トラスの追加 アンカーホルト，

,—----- ＇ ：図ヘー 2-7.. -----＇ ＇ ＇ ＇ r ------ ＇ ＇ トラス'...-----’ ， 
＇ ＇ ＇ 

＇ ＇ ＇ ＇ アンカーホルトの撤去 アンカーホルト ＇ ：図ヘー 2-6
＇ ＇ ＇ 1..-----------------------・ 

L---;i;J上の強度を有する材料

表 2 輸送容器搬送コンベア No.2-2 耐震補強の項目

補強項目 関連部材 断面等及び員数 対応図

------------------------
トラスの追加 ア ン カ ー ホ ル ト： 図ヘー 3-3、------

＇ 図ヘー 3-4＇ .. -----＇ ＇ ＇ ＇ --
トフ-ス'.. -----------’ ＇ ＇ 

＇ 
＇ 

アンカーホルトの撤去 アンカーホルト ＇ ＇ 
＇ 

図ヘー 3-3
.. -----------------------

末'―---
L__＿：以上の強度を有する材料

-14 -



添付資料ー2(2/42) 

表ヘー 2-1 諭 送容器搬送コンペア No.1 -1 仕様

（平成 30年 3月28日付け）

許可と

般備・

機芸タ=----= 
変更内容

設置場所

員数
• _ ＿ 

型式“
- - 7 ~ 

変更なし

第 2加工棟

l台

ロ-＾ラコンベア

別表ヘー 2 1 -1に示オ。
亨―--------概略寸法：約， ． --------------

,' 
―
―
 

―
―
 [-t-t-I-t-t-

-
”
 

し

ー

; :レット

最大取扱呈，螂一畑岬ー一-------~(玲夫翰送容器［憎に粉末安管容器，保

し-”岬~.;-,;,·,;:.~"·,-:;.-;..,. =; -□'""・"" ----------·,、• `̂ 管容器F型） Ijを 12勺収笠して取＇；投っ場合応 9 とな
贔‘””----------

ろ亡また、粉天・ヘしット貯蔵容器 I型 l国に粉末保情容器〈保管容器F”_ ~ ~ _ -畑_.＂””•一~
型） l］を 3惜収納して取り扱う場合に隣--------：となる。）

・ベレノト貯蔵容器［型、酸化ウラン粉末

技

徊

基

噂

に

基

づ

く

仕

様

核燃料物質の臨界防止14)

[3. 1-Fl] 

（単ーユニノ！への臨界安全）
細”.珈”-.----

第 2-1筏寂；L螂岬.””-.--：を含む）
ンペア (A-1)J 

濃菩度 5wt％以下

ット「輸送容器搬送コ

（輸送容器数又は貯蔵容器数）

: 2 

又は粉天・ペレ—；；ヽ炉歳容器［型数： 2個以下じ：

粉末俣管容器（保管容器F型）の水密構造

減速条件H/ll;:5;L 0（粉末保管容器（保管容器F

[3. 2 FZ] 

（複数ユニット

第 2-1 領域 (c:: ：：:：：::}を含む）では．単—•ユニットの配置在臨界
計算により確認し、複数ユニジヘの臨界安全評価を実施していろ。その結

果に基づいて、各出ー工．—ット「輸送容器搬送コンヘア (A-1) 」、「翰送容

器缶長ニンペア (B-1)」、 1粉末缶殿送コンペア 粉末缶移載袋萱 (A-2)」、

浮合未日病送二iンヘア 粉末缶移載装宝 'B2)」、「原叫保筐翌清D型ぷ一

l)」、「原判保管般憤E型 (C-2)ーを配置している，単ーユニット間「輸送

容器括送コンヘア (A-1）」と「輸送容器椴送コンヘア (B-1)」の面間距離

を;-------：となるように配置している。核的に安全な単 ユニソトの--------
配置の椎持については、十分な構造強度を有する構造材を戸いて般情・機

器を固定している，

,4. 3-Fl] 

内）

火災等によ
'. 4 ] 材料を別表ヘー 2....1 

[ 4. 3-FZ] 

る鰐製：：しているさ

］に示す。

安全機能

るヽの

地雲による損傷の防止．

[5. 2. I-Fl] 

酎雪重要度分類：第］

強度部材を別表ヘー 2-1 1に示す。

ァンカーボルトで床面に国窟している。----•• •• -. --. -.”-.”-------------------, ．  
津伎によ

が部から
(4 } 

ムは、侭差からの不正アタセスを茫サする設計こ

設置している

-15... 
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加工施骰内における誓水による損I[5かFl]

亡：：：：：：： /ているe

・ペレット貯蔵容器 I型を取り扱っ

いよう、ストッパ及びガイトを般けている

-唸

安全機能を有する施設

[II. l・FIJ 

設胃一、製乍、

等に準拠し、

おいて、その安全機能を発揮することがでさる設計とし，

[IL2F'" 

安全機

持する

投言十としているむ

[12. l ・Fl] 

・ペレッゃ ［郡を 1個布送す を有

している。

警報設備等(4)

安全避難通路等'4)

士四の貯蔵苑役

その他許可で求める仕様

(l } 

（か

[99-Fl] 

第 1類の設備・機器は、更なる

それを低減ずるため、 1.o G程度に対して

て＼、ヽる。

図ヘー 1 1、図へ 1 -2、図ヘー l-3 、図へ—•l -5、図ヘー 1

6、図ヘー 2-1、図ヘー 2-2 図ヘー 2-:3 

1個あたりの最大取吸呈はL
--‘ 

-------―・ ---
•である 0

ンペア No.1-1ご

粉主洪管容器（保管容器F型）----------第2万コ工椀 ， 
.. ----------

ヽの合計を用防するふ

(3) 粉末保管容器（保管容器F

をリングバン

（中性子吸収坂 I型冗蔵星）にお＼、

申請て適合性を確整する予定の項目を別表へ(4) 

どして、放射線被ばくのお

とごまる穀計と戸

ンベア屈 1-2での

の構造（水が容易に侵入しない水密構造としているごと、パッキン付きの蓋

る構造と二いるごと）にういては、保管容器F型及び保管容各F型

2
 

1-2に示丸

-16.. 
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表ヘー 2

芹可番号（日叶）

加工柁殺の位置、

及び設備

2 輸送容器搬送コンペア No、1-2 仕様

（三成 30年 3月 28日付け）

送設備濱£出入装堂）

輸送容器搬送；コンベア

輸送容器搬送コンベア No冒 1-2

改造（酌畏補強） （百震補強の仕様を別表ヘー 2-2-1に示すe)

第

一
Iこ

コーラコンペア

別表ヘ-2-2-2"心，；。

慨略寸法：約＇
---

I -----------
コンペアカベ・・・・・No.I、輸送容器搬翌鋼製ペレット

最大改扱呈‘-------------,,. 
• L -------------'’ 

,＼粋末翰送容器 1個に粉末保管容器（洪
管容器F型） i＇を 12個収納．，て取り扱二楊合iツ I――----------―いな

'L----------• -1― 
る。また、粉末疇ペレット貯蔵容器 I型 1個に粉天保管容器（保詈容器F

(l)を3悟収納して取り扱う考合には'
-----------疇-------- L----------Jとなか）

L---------」に投置している建物外扉付近 (I箇所）及びコンヘアカペ

-No. Iに設翌している出入 ;1扉寸近〈1笥所） ；こ―間放鼓禁Iの表示，『を

設匿し、建物外扉とコンペアカバーNo.lの出入り扉の‘v

外靡とコンベアカバ-No.Iのシャックのいずれかを開放
鎖ーて；渇債の「嗅知益和，の芸忍r：髯占打ナヌ、 i?） 

: mm) 

そび仁の構成横器

その他の生茎

技

術

基

準

に

l-Fl ] 

（単一ユニットの臨界安全）

第 2
---～ ------→ 

-1領域(!

‘ゎ畑-----
を含む）の単ーユニ J 卜［--•--

ンペア (AI)」

濃縮度 5wt％以下

幾何学的形状制限（輸送容器数又は貯蔵容器数）

; 2伺以下⑱：

レッ・・炉歳容器 I

（保管容器F型）

減速条件H/U;;i;lり（粉末保詈容器（保管容器F型）内）

:3. g-F2 ] 

（複数ユニットの臨界安全）
---------

第 2 1 領域(~”--―•----」を含む）では、単一ユニッいの配置を臨匝
酎算によ：1確嬰!-、複数ユニットグ→9臨界安全評価を実施している。その結

果に基づいて、冬阜ーユー、． r十八．．ムが必へ汁だしらn•ふ さ--.

器乗送ニンベア (B1)ー、

「粉末缶朋送コンペア

1）」、万原和俣筈設備E星、

容器咲迭ニンヘア（ぷl)」

を，--―一細--細，`
---岬----tなるよ巧に配翌している，

配置の椎持については、十分な構造強度在屑可今璃迄材を

器を固定している。

[ 4. 3-Ft: 

火災等による

ろ鋼製ど/ている<

別表へ 2-2-2に示す。

している唸
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地痘による損傷の防止

[5. 2. I-FI] 

耐窟重要度分類，第 1類

強変部豆を別表ヘ-2 -2 2：こ示す，〉

アンカーボルドで床面と壁面に固定している，

本体

床酉 9こここここここここここここここここここ：
コンベアカパーNo*1 
床面：•―----------------------------·•一一--.．，  
壁面：I ‘ 

. ・-・------------------------------------. 

[5, 5-Fl] 

陀投湮応制御系ンステムは、外部からの下正アクセスを遮断する設計と

すなこれは、 設置し／てし吃％

[5, 6-Fl; 

没水のおそれがないI蜘・・-・・-・・- しているか

:7. I-Fl ] 

，ペレット

いよう、ストッパ及びサイトを殺けてし＇る。

1

つ吸
，
 

.
9
 

tr 
込
ふ

y

ァ'、:}

[ti. t-Ft] 

設言＋、製乍、

等に準拠し、

おいて、その安全嗅能を発揮するこ：：：がでさる殺計とーて,・,な

[ti. 2-Ft] 

るための検査及び試験並びに当該安全機能

できろように、これら

設言＋ごしている3

[lZ. 1-FJ] 

・ペレッ ［型を 1 を宥

している，

その他許可で求める仕様

[99-FI] 

第 1 類の設備・磯器は~、更なる ごして、

それを低誡するため、 LOG程度に対しても弾性範芭にとどま ~
~
）
 

し
J

デいるヽ． o

図へ...1 5、図へ．．．． 1-

F型） 1個あたり

心図，、 2-1に示すとお n‘r----------;.こは、粉宋輸送容器又は粉末拿ベレノト貯蔵容器 1型（以下

蘊•----------｀芝輸送容器等」とい→ C) を柄口入するための尻（以下―建物外房Jという）を骰匿しているゥこの建

物外瓢に接 'j―るように翰送容器寃送ニンヘア No,J-2を投亘し、輸送容器怯送コンペア No」-2左囲むように

してコンベアカバ,-..No, 1を設置している。このコンペアカバーNo,Iには、作業者が口入りするための開

（以下「出入り犀Jという,)及び粉末輸送容器筈を搬出入するためのンャノク（以下「ンャック」とい-------~ ----
ぅ，；を設置-ぃていな粉宍輸送容器等を周辺監視区域から!.---------.Jこ搬入する場合、コンベアカバ

ックが閉鎖された吠恕で建物が置を閲放し、輸送容器怯送コンベア No,J-2上に

-た後、建物外闘を立鎮するむ次に、コンヘアカパ-No冒 lのシャッタを四攻し、輸送

-IS -
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容器充送ニンペア飼.l ・2上から輸送容券鰐蛛コンベア＼心 1..1上に粉天輸送容器等左徊送した後、コンヘア

カパ・・No.1 f)／ャックを翌鎖する。粉天翰送容菩等がこここここ1から吉□監視ヌ域に戻昌する場合に、

岳入時の逆の順序となる妙建物外鷹付近 (I箇所）及びコンヘアカバ・・ボ0.1の出入り罰叶近 (I筐所）に骰

置していろ「開放厳禁」の表示灯の点灯状況により作業者に注意を促しながら、建物外扉とコンヘアカパー

氾 lの已入り麗を同時開放しない、かつ、建物外耀とコンヘアカバーNo.lのシャッタを同時開放しない管

理を行う，

(3) 第 2加工棟 ~.:::::::::1に投萱する輸送容桂杷送コンヘア Ko. 1-1と諭送容器咽筈ニンペア No.J-2での

取扱いの合計を制限するa

(4) 粉末保管容器（保管容器F型）の構造（水が容易に侵入［ない水密嘩造としていること、パッキン吋き T,蓋

をリングバント＇て締め仔けて密翌する構告としているごと）については、保管容器 F型及び保管容器F型

（土性ユ吸収板！型内蔵型）において適合性
A
9
f
 

-V3 
i
 

予定の項目を丸表へ 2-2-3に示す，

.. 19 -
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表ヘー 2-3 粉末缶移載装置 No.1-1 仕様

許可番号（日付） 原規規発第 1803284号（平成 30年 3月28日付け）

許可との対応 加工施設の位置、構造 搬送設備（搬出入装置）

及び設備 粉末缶移載装置

設備・機器名称 粉末缶移載装置 No.1-1 

機器名

変更内容 変更なし

設置場所 第 2加工棟 ~---------~ 
員数 l台

型式 ハンドクレーン

主要な構造材 別表ヘー 2-3-1に示す。

般 寸法（単位： mm) 概略寸法：約:---------------:
仕 その他の構成機器

様 その他の性能 最大取扱呈：＇ -----------＇（粉末保管容器（保管容器 F型） 1個）

核燃料物質の状態 酸化ウラン粉末

[3. I-Fl] 

技 （単ーユニットの臨界安全）

術 第 2-1領域(_________＇を含む）の単ーユニソト「粉末缶搬送コン

基 ベア 粉末缶移載装置 (A-2）」を構成する。

準 濃縮度 5wt％以下

に 幾何学的形状制限（粉末保管容器数）

基 粉末保管容器（保管容器F型） 1個を移載する。

づ 粉末保管容器（保管容器F型）の水密構造

＜ 減速条件 H/U:SI. 0（粉末保管容器（保管容器F型）内）

仕

様
核燃料物質の臨界防止(2)

[3. 2-FZ] 

（複数ユニットの臨界安全）

第 2- 1 領域(~--------―シ含む）では、単ーユニットの配置を臨界
計算により確認し、複数ユニットの臨界安全評価を実施している。その結

果に基づいて、各単ーユニット「輸送容器搬送コンベア (A-1)」、「輸送容

器搬送コンベア (B-1)」、「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2)」、

「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (B-2)」、「原料保管設備D型 (C-

l)」、「原料保管設備E型 (C-2）」を配置している。単ーユニット間「粉末

缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2）」と「粉末缶搬送コンベア 粉末

缶移載装置 (B-2)」の面間距離を＇，・-------------・ ＇となるように配置している。
核的に安全な単ーユニットの配置の維持については、十分な構造強度を

有する構造材を用いて設備・機器を固定している。

[ 4. 3-Fl] 

設備本体は下燃性材料である鋼製としている。

火災等による損傷の防止 (2) 材料を別表ヘー 2-3-1に示す。

[ 4. 3-FZ] 

回路上に配線用遮断器を設け、電気火災の発生を防止している。

安全機能を有する施設の地盤(2)

[5. 2. I-Fl] 

耐震重要度分類：第 1類

地震による損傷の防止 強度部材を別表ヘー 2-3-1に示す。

アンカーホルトで床面に固定している。------------------------------------
＇ ＇ 
L. —- ---------------------------------' 

津波による損傷の防止

外部からの衝撃による損傷の防止
(2) 

加工施設への人の下法な侵入等の
[5. 5-Fl] 

防止(2)
施設運転制御系システムは、外部からの下正アクセスを遮断する設計と

する。これは、核物質防護規定に基づき設置している。

-20 -
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加工施骰内における誓水による損I[5かFl]
-
”
 ----

-―― 
―
―
 

―
―
 

―
―
 

―
―
 

-― 
-
9
』ヽ /ているe

（保管容器F型） 際に落下しないよう、

安全機能を有する施設

[II. l・FIJ 

設胃一、製乍、

等に準拠し、

おいて、その安全機能を発揮することがでさる設計とし，

[IL2F'" 

安全機

持する

投言十としているむ

[12. l ・Fl] 

粉天保管容吾 F型）を l る能力を有している。

[12. l-F2] 

停電時保持機構を有している。
郷―----―’ 

停電峙慄持籠力~--細—ー·'

そ る仕喋

[99-Fl] 

笥 l類グ）般僅・ して、放射線披ば＜ c乃お
とどまる股計とし

ている

=—ー凶ヘー 1-L 3、図ヘー 1-5、図ヘー 1

6、図,,. 2 -1、図ヘー 2-8 

保管容券F型！の構造（水が容易に侵入しない水密構造として ごと、ペソキン付きの蓋

をリンゲバントて締め付けて密閉する構造としている：：と）については、保管容器F型及び保管容器F型

（中性子吸収板 I型内蔵型）において適合性を確認するt

這）松，五以峰の申聘で適合性左確空する予定の項三を別表ヘー 2-3 •- 2に示すむ

-21.. 
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表ヘー 2-4 粉末缶移載装置 No.1-2 仕様

許可番号（日付） 原規規発第 1803284号（平成 30年 3月28日付け）

許可との対応 加工施設の位置、構造 搬送設備（搬出入装置）

及び設備 粉末缶移載装置

設備・機器名称 粉末缶移載装置No.1-2 

機器名

変更内容 変更なし

設置場所 第 2加工棟 ~---------~ 
員数 l台

型式 ハンドクレーン

主要な構造材 別表ヘー 2-4-1に示す。

般 寸法（単位： mm) 概略寸法：約~---------------!
仕 その他の構成機器

様 その他の性能 最大取扱呈．：――----------：（粉末保管容器（保管容器F型） 1個）

核燃料物質の状態 酸化ウラン粉末

[3. I-Fl] 

技 （単ーユニットの臨界安全）

術 第 2- 1 領域(~---------＇を含む）の単ーユニソト「粉末缶搬送コン
基 ベア 粉末缶移載装置 (A-2）」を構成する。

準 濃縮度 5wt％以下

に 幾何学的形状制限（粉末保管容器数）

基 粉末保管容器（保管容器F型） 1個を移載する。

づ 粉末保管容器（保管容器F型）の水密構造

＜ 減速条件 H/U:SI. 0（粉末保管容器（保管容器F型）内）

仕

様
核燃料物質の臨界防止(2)

[3. 2-FZ] 

（複数ユニットの臨界安全）

第 2-1領域(,--------―社含む）では、単ーユニソトの配置を臨界._ __________ 
計算により確認し、複数ユニットの臨界安全評価を実施している。その結

果に基づいて、各単ーユニット「輸送容器搬送コンベア (A-1)」、「輸送容

器搬送コンベア (B-1)」、「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2)」、

「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (B-2)」、「原料保管設備D型 (C-

l)」、「原料保管設備E型 (C-2）」を配置している。単ーユニット間「粉末

缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2）」と「粉末缶搬送コンベア 粉末

缶移載装置 (B-2）」の面間距離を•L----------―-’ ＇となるように配置している。

核的に安全な単ーユニットの配置の維持については、十分な構造強度を

有する構造材を用いて設備・機器を固定している。

[ 4. 3-Fl] 

設備本体は下燃性材料である鋼製としている。

火災等による損傷の防止 (2) 材料を別表ヘー 2-4-1に示す。

[ 4. 3-FZ] 

回路上に配線用遮断器を設け、電気火災の発生を防止している。

安全機能を有する施設の地盤(2)

[5. 2. I-Fl] 

耐震重要度分類：第 1類

地震による損傷の防止 強度部材を別表ヘー 2-4-1に示す。

ア:-之-—立し t＿こ序真 1二具厚＿こ::;乞------------
＇ ＇ .. --------•ーー-- -------------------------

津波による損傷の防止

外部からの衝撃による損傷の防止
(2) 

加工施設への人の下法な侵入等の
[5. 5-Fl] 

防止(2)
施設運転制御系システムは、外部からの下正アクセスを遮断する設計と

する。これは、核物質防護規定に基づき設置している。

加工施設内における溢水による損 [5. 6-Fl] 

傷の防止(I) 没水のおそれがなしし---------」に設置している。

材料及び構造

-22 -
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翌し込のの機能い

:：. l-Fll 

玲天保管容器

保持する構造と

F型）を抱送すろ しない；てう、機成的に

換気＇が

核燃崎物貢等によ

安全喘能

防送殺憤

[IL 1-FIJ 

設計、製作、エ亭及び検査に呂たっては、国内，去蜆に基づく規格及び基準

等に準拠し、通常時及び股計基準享故時に想定される全ての環境条件に

おいて、その安全機能を発揮することかできる設計としている。

[IL 2-Fl' 

安全機差を確認するための検査及び試験並びに呈該安全機能を健全に唯

持するための保守及び修理がてきるように、ごれらケ）作業生を考慮、-竺

般計としているむ

[12. l-Fll 

粉夫保管容弱

-1 2. 1 -F2 ] 
F星）を 1 を有してし汀5<

しているC

停電時保持能力： I ' 

室棄胴投

非常戸電瓢骰備(2(

通信連絡般備に

その他許可で求め

[99・Fl] 

第 1頷の投備・機器は、更なる安全裕度の確保ごして、放射緑阪ばくアお

それを低減するため、 LOG程度に対しても弾性範阿にととまる設計とぃ9

てし、な

応仁芝ご
図＼ー 1-1、図ヘー 1-2、図へ 1-3、図ヘ-1-5 、図ヘ~ー 1 -

6、図ヘー 2-1、図ヘー 2-9

しない水密嘩造と/ているごと、パッキン吋きむ蓋

いること）については、保管容器F型及び保管容弄F型

\‘~ "~] 
‘、
,t を別表ヘー 2-4-2に示す硲
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5
 

粉末缶搬送コンベア No.I 仕様

許可との苅！芯

及び殷備

般清・嗅器名称

機器名
プ声己元允文,ey,.令
；戸エーニー
紋皇身巳7

原規規発第 18032S.t号（平成 30年 3月28日付け）

構造 1搬是般備（括口入装置）

ニンベア

コンペア ~o. I 

変更なし

第 2加工棟 ' 
誡" - - - -， 

1台

ロ←••9 ラ：？ンベア

F型） 12信）

技
術
基
準
に
基
ィ
）
．
＼
仕
様

ぺマ (A-2)」

濃縮度 5式％以下

幾何学的形状朋阪（コンペア配引）

粉末保管容器（保筈容器F塁）を搬送するニンヘアの配列・ 1段

2列以下

'lo.]-[、

（保筈容器F型）それぞれ［個

No. 1-

直径:30 cm以下

高さ： 22cm以下

: LI kgU235、以下／粉末保管容器

げ呆管容器F型）

減速条件H/U:£ 1り

[3. 2-FZ" 

ッ｝

第2-1領域〈こここここ］を含砂）ては、早こムユニットの配萱を臨界

ょn確認し、噸数ユニッ:び)臨界安全評任を実施しているく〉その芍

呆に基9いてし各単ーユニット「轄送容器骰送コンベアふーl)」、「輸送容

器搬送コンベア (B-1)」、

粉未缶桐送コンペア 粉夫缶諄載装置濯2)」、「犀紺保筈般備D翌 (C-

1)」、「原料保管設備E型 (C-2）」を配置している，卓ーユニット間―粉末

(A-2)」と ンペア

―――’‘’ 
--_, し上となるとうに配萱しているc

ーットの配置の~堆持については、十分な構造強度を

・機器を宜定している。

火災等によ

してしヽ る。

池窟にこ 2-5-1 に示主~

アンカーポルトで床面に固定しているc

: ＿―_― _―_―_― _ -: _: :―_―_― 一:: : :細： ： ”白細::呻ー： ： ーー： ： : :: : :: :螂： ： ―― ――_―: 

よる損傷の防二
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外部からの衝撃による損傷の防止
(2) 

加工施設への人の下法な侵入等の
[5. 5-Fl] 

防止(2)
施設運転制御系システムは、外部からの下正アクセスを遮断する設計と

する。これは、核物質防護規定に基づき設置している。

加工施設内における溢水による損 [5. 6-Fl] 

傷の防止(I) 没水のおそれがなハ ---------s ＇に設置している。

材料及び構造

[7. I-Fl] 

閉じ込めの機能(I) 粉末保管容器（保管容器F型）を搬送する際に落下しないよう、ストッパ

及びガイトを設けている。

遮蔽
換気(2)

核燃料物質等による汚染の防止 (2)

[11. I-Fl] 

設計、製作、エ享及び検査に当たっては、国内法規に基づく規格及び基準

等に準拠し、通常時及び設計基準享故時に想定される全ての環境条件に

安全機能を有する施設
おいて、その安全機能を発揮することができる設計としている。

[11. 2-Fl] 

安全機能を確認するための検査及び試験並びに当該安全機能を健全に維

持するための保守及び修理ができるように、これらの作業性を考慮した

設計としている。

搬送設備
[12. I-Fl] 

粉末保管容器（保管容器F型） 12個を搬送する能力を有している。

警報設備等(2)

安全避難通路等(2)

核燃料物質の貯蔵施設

廃棄施設

放射線管理施設(2)

非常用電源設備(2)

通信連絡設備(2)

[99-Fl] 

その他許可で求める仕様
第 1類の設備・機器は、更なる安全裕度の確保として、放射線被ばくのお

それを低減するため、 LOG程度に対しても弾性範囲にとどまる設計とし

ている。

添付図
図ヘー 1-1、図ヘー 1-2、図ヘー 1-3、図ヘー 1-5、図ヘー 1-

6、図ヘー 2-1、図ヘー 2-10。図ヘー 2-1 1 

(I) 粉末保管容器（保管容器F型）の構造（水が容易に侵入しない水密構造としていること、パッキン付きの蓋

をリングバントで締め付けて密閉する構造としていること）については、保管容器F型及び保管容器F型

（中性子吸収板 I型内蔵型）において遁合性を確認する。

(2) 次回以降の申請で遁合性を確認する予定の項目を別表ヘー 2-5-2に示す。
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3-1 輸逆容器搬送ニンベア悩， 2-1 仕様

許可との対応

三三塁発第 1803284号（平成 30年 3月28日付け）

構浩I搬送

称 ンペア Ne.Z-1 

変璽なし
~" 

三加工桓 j ' 

1台

ローラコンベア

主要な構造材

寸法（単位： ~rn)

その他の構成嗅器

喋

その他の性能

レッド

最噂扱呈し----------4（粉未翰送容器l徊に粉末俣管容器（保

管容器F型）〔1）を [2個収納して取り扱う考令にlーここここここ:Jとな

る亡また、粉夫・ヘレット貯蔵容若 I型 l可に粉末笑管容器く保怜容器F
------””・ ---疇..

型） 1）を 3国収飼して取り吸う場合に；1 ,となる,)

粉末輸送容器又は粉宋・ペレット貯蔵容器 I酌、酸化ウラ

技
郷
’

[3. I-Fl] 

直ーユニ／）への臨界安全）
I岬-”-------

第 2 ]饒坂＼L畑”-------：を含む）
ンベア (8-1)」

濃縮度 5wt％以下

＜ 
仕

瑛 l
核燃崎物質の臨界防ニバ

又は粉末・ペレノト貯蔵容器［型数： 2 

粉末保管容器（保管容器F塑）

減速条件H/U、l,0（粉末慄管容器

［ふ 2-F2c

く複数ユニット
第 2-1領域 (4----------

し―--------• 
佐含む）

計算により確鰐し、

果に基づいて、

ノト ：コ

型）内）

器布送：コンヘア (B-l)→ヽ＇粉末缶梱涙コンヘア 粉末缶移載装置 (A2)」、

「粉末缶搬送二Iンベア 粉末缶移載装置 (B-2)」、「原料保管般備D型 (C-

1)」、

容器把送コンベア；A-!）→こ,---------s 
を， ・るように配置しているぐ
- ～ --~ ～ ～ ~ ~ ~ ~墓

配肯の唯特については、十分な構造強度を有する樗造材を用し

器を固定しているな

[4, 3-F l : 

よる損傷の防止“'

ろ鋼製としている0

材料を別表・ヘ—•-3-1-1 に示す。

[ 4. 3・F2] 

''.,て、、ヽる g

地霞による損傷の防止

Z. J-FJ] 

耐震重要度分類•第 1
強度部サを別表ヘー 3一・ 1 -1 

アンガーポル・、で床面に固定い，て；、な

-------------------------------畑---・ I '  

~---------岬一畑畑一”---E..----------------' 
よる損傷の防止

からの衝撃による摂傷の訪jf:
（が
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添付資料―2(14/42) 

加工施設への人の下法な侵入等の
[5. 5-Fl] 

防止(4)
施設運転制御系システムは、外部からの下正アクセスを遮断する設計と

する。これは、核物質防護規定に基づき設置している。

加工施設内における溢水による損 [5. 6-Fl] 

傷の防止(3) 没水のおそれがないし---------：に設置している。

材料及び構造

[7. I-Fl] 

閉じ込めの機能(3) 粉末輸送容器又は粉末・ペレット貯蔵容器 I型を取り扱う際に落下しな

いよう、ストッパ及びガイトを設けている。

遮蔽
換気(4)

核燃料物質等による汚染の防止 (4)

[11. I-Fl] 

設計、製作、エ享及び検査に当たっては、国内法規に基づく規格及び基準

等に準拠し、通常時及び設計基準享故時に想定される全ての環境条件に

安全機能を有する施設
おいて、その安全機能を発揮することができる設計としている。

[11. 2-Fl] 

安全機能を確認するための検査及び試験並びに当該安全機能を健全に維

持するための保守及び修理ができるように、これらの作業性を考慮した

設計としている。

[12. I-Fl] 

搬送設備 粉末輸送容器又は粉末・ペレット貯蔵容器 I型を 1個搬送する能力を有

している。

警報設備等(4)

安全避難通路等(4)

核燃料物質の貯蔵施設

廃棄施設

放射線管理施設(4)

非常用電源設備(4)

通信連絡設備(4)

[99-Fl] 

その他許可で求める仕様
第 1類の設備・機器は、更なる安全裕度の確保として、放射線被ばくのお

それを低減するため、 LOG程度に対しても弾性範囲にとどまる設計とし

ている。

添付図
図ヘー 1-1、図ヘー 1-2、図ヘー 1-3、図ヘー 1-5、図ヘー 1-

6、図ヘー 2-1、図ヘー 3-1 

(I)粉末保管容器（保管容器F型） 1個あたりの最大取扱呈はf ，である。

（2) 第 2加工棟 しここここここここー3に設置する輸送容器搬送コン；；―-N-一0:i]こ:ー・送容器搬送コンヘア No.2-2ての

取扱いの合計を制限する。

(3) 粉末保管容器（保管容器F型）の構造（水が容易に侵入しない水密構造としていること、パッキン付きの蓋

をリングバントで締め付けて密閉する構造としていること）については、保管容器F型及び保管容器F型

（中性子吸収板 I型内蔵型）において遁合性を確認する。

(4) 次回以降の申請で遁合性を確認する予定の項目を別表ヘー 3-1-2に示す。
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添付資料―2

表ヘー 3-2 輸送容器搬送コンペア No.2-2 

（平成 30年 3旦認

仕様

付け）

許可と

翌清・喘器名称

機器名

変更内容

印置場所ニーに、、

二~
型式

主要な襦造材

寸法（単位： mm)

その他の構成機器

（酎震祷強の仕壊を別表,,-3.... 2 -1に示す，
----------, 

仕

様

その他の性能

第 2加工棟

l台

コーラコンベア

別表へ—•3''2 -2に示す令
概略寸法：約：――-------------:

コンヘアカパ-Nむ，こ、輸送容器臣送銅製べしット

最大取扱量 •L-- 細 --0------ ： （粉夫翰送容器 1個：こ粉末慄管容器＼｛呆

皿―-----------・管容器 F 型｝＇ 1］を［2 惜収略して取り扱臼場合1c:_ 畑-----------—’とな
る。また、粉宋囀ペレット貯蔵容器 I型 1個に粉末保管容器（保管容器F

9 ----------―’9 型） (Iを 3個収納して取り扱ろ場合に直 ，となる。）
．^ ＾ ・ —-- -鸞．．ヽ細漕・----

’―---------，に股置している建玩外罪吋近 (I筐所）及びニンヘアカペ
----------• 
-No.2に投堂している出入り瓢寸近汀笥所）に開放諾禁」の表示；打を

設置し、建物外扉と‘ブンベアカバー憚 21)出入り扉のいずれか又は建物

外扉とコンヘアカバ・・・No,2のンャノクのいずれかを開放した為合に、閉
鎖していプ直い「醐如砒已、 I,'T,宇戸汀蛤占的ナス 12) 

ラン粉夫

術

基

哨

に

基

づ

く

仕

[3. I-Fl― 

直ーユニット

第 2-1領域（亡ごごごご：左含む）

ンベア (B-1)」

湊睦度 5wtり以下

姦可学的形吠間恨（輸送容巻数又に貯蔵容器数）

玲天輸送客吾数： 2

又は粉末・ペし

粉末保管容器

H/U;;,[、O

ノト「輸送容器搬送・コ

内）

咳燃和攻質の臨罪訪止：ぃ

火災等による損傷の防止 (5)

凰． 2-F2]

（複数ユニット

第 2-1領域
9』-- - - - - - - - -_ 1-1.---------r ＇冷含む）では、単一ユニットの配置を臨界

計算により確詑し、複数ユニ＿ノトの臨界安全仁偲を実陀している。その桔

果に基づいて、各卓ーユニッヽ「勒送容器把送コンペア (A-1) 、乾送容

器寃送＝ンペア (B-1し、粉末缶把送コンヘア 粉末臼移翫装置 (A2)」、

屯合末缶抱送コンペア 粉末缶移戯装置 (B-2)」、「原粋保管股備l)型 (C-

l)」、「原紺保管設備E塑 (C-2)」を配置している存単ーユニット間’輪送

容器祭送コンペア (A-1)」と覧送容器搬送コンペア (B-I)]の位間巨離

を＇-------囀L 
＇となるよりに配置していな核的に安全な鼠ーユニノり (T)-------

配置の唯特については、十分な構造強度を有する嘩造材を用いて設備・機

器を固定~-'ている◇

[ 4. 3-Fl] 

股備本体は不燃！生材料である銅製としていな

材和を別表ヘー 3-2-2に示す。

[ 4. 3-F2― 

酋気火災の発生を してしヽ る、
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旭寝によ

防止(5)

：ぅ• :← 1-F l : 

耐震霊要度分類，第 1

強度剖材を別表へ 3-2-2に示す。

アンカーホルトで床面と壁面に固定していろ◇

喜

添付資料—以16/42)

皮 面［こここここここここここここここここ―_:

二ご面ミ：ここ~Q~ ~ ----------------------------'  

， 

壁面：，_＿――-----.. ----------------------・・ --_: 

[5. 5-FI >

施設運転制御系ンスデムは、外部かtげ ＂セスを茫断する投告と

すなこれは、核物質防護規定に基づき設置しているお

二冒りにおける沿似こよる損に：□]それがないしこここここここ玉配置．，ている。

材料及び構造

翠じ込めの啜能(4:

音蔽

換気因

[7. I-Fl] 

・ペレット貯蔵容器 I

トを投けている，』

り扱う際に落下しな

核燃粋物質等による汚羹の防止 (51

安全機能

栄送設備

通信連絡投情 5ヽ9

その他許可で求める仕様

活付図

[It. I-Ft] 

設言二、製乍、

等に準似し、

おいて、そ

[11. 2-Ftj 

設居•”ごしてし、な

[12. J-FJ] 

している＂

_99-Fl 

く規格及び基準

るための桧査及び試喉並びに当該安全機能を健全に椎

できるように、これらの作業性を考慮した

・ペレット貯蔵容器 I型を 1個懇送する能力をな

第 1類の設備・啜器は、更な として、放ゲ緑披ばくの

とどまるため.LOG程度に対し

としているも

図ヘー 1-1、図ヘー 1-2、図ヘー］ 3、図ヘー 1-5、図ヘー 1

（l¥粉末保管容器（保管容器F型） 1個あたりの最大取扱量はL----------岬iである◇

は.粉末輸送容器又は粉末・ペレット貯蔵容器 I型（以下

--------・ごいう~，）を搬出入するための罰（以下「建物外靡」という,)を設置している。この建

物ぷ甕iこ妾するよ→に輸送容器把送コンベア No.2-2を設置-＼諭歪容器搬送コンベア No.2-2を団むように

してコンベアカバ-No.2を投置-ている。ご(]）コンペアカバー飼 Zには、年業者が出入りするための扉

（以下「出入り屑］という,)及び粉末輸送容器等を塾口入ずるための／ヤッタ（以下にャ．ノク＿ごい
・一皿-----細皿畑

らi._______””いこ懲入する培合、、コンベアカパ

-Nりこの口入り麗及びシャックが閉鎖された吠態で建物外扉を開放し、輸送容器胴送ニンヘア No.2-2上に

た後、建物侭醗を繋鎖ずな次に、コンヘアカパーNo.2のシャノ＇クを開放し、

.. 29 -



ンペア No.2-2上が

カバーNozzのシャソク

希入時の逆の頃序ご

置している「開放厳禁J

No、2の出入り胃を同時開放しない、

理を巧気 ,---------
（3) 第 2加工担 L.--------

噂）合計を告限する妙

(4) F型）

添付資料ー2(17/42)

ン No.2-1 

---------：か
ンヘアカベー飼． 2の土入り詞吋近 (I筐所）に設

しながら、建物仇麗ごコンベアカバー

ンヘアガバーNo.2のシャ／＇夕を同時開投しな 9

ンペア ~o. 2-1と ンベア No.2心での

しない水密惇恙としてしヽるここ、パッキン

る構造としているこど）については、

において適合性を確嬰＇するぐ

（5) 次回以降の申請で逸合士を 予定の項目を月忍そへ 3-2-3に示す` t？
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表ヘー 3-3 粉末缶移載装置 No.2-1 仕様

許可番号（日付） 原規規発第 1803284号（平成 30年 3月28日付け）

許可との対応 加工施設の位置、構造 搬送設備（搬出入装置）

及び設備 粉末缶移載装置

設備・機器名称 粉末缶移載装置No.2-1 

機器名

変更内容 変更なし

設置場所 第 2加工棟，’―---------, ． 

員数 l台

型式 ハンドクレーン

主要な構造材 別表ヘー 3-3-1に示す。

般 寸法（単位： mm) 概略寸法：約' : 

仕 その他の構成機器

様 その他の性能 最大取扱呈：：------------・ 9粉末保管容器（保管容器F型） 1個）

核燃料物質の状態 酸化ウラン粉末

[3. I-Fl] 

技
（単ーユニット(丘-_-_磨-_瓦-_-志_-_全．）

術 第 2-1領域 ----―ー：を含む）の単ーユニソト「粉末缶搬送コン

基 ベア 粉末缶移載装置 (B-2）」を構成する。

準 濃縮度 5wt％以下

に 幾何学的形状制限（粉末保管容器数）

基 粉末保管容器（保管容器F型） 1個を移載する。

づ 粉末保管容器（保管容器F型）の水密構造

＜ 減速条件 H/U:SI. 0（粉末保管容器（保管容器F型）内）

仕

様
核燃料物質の臨界防止(2)

[3. 2-FZ] 

（複数ユニットの臨界安全）.----------
第 2-1領域 (c---------：を含む）では、単ーユニソトの配置を臨界

計算により確認し、複数ユニットの臨界安全評価を実施している。その結

果に基づいて、各単ーユニット「輸送容器搬送コンベア (A-1)」、「輸送容

器搬送コンベア (B-1)」、「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2)」、

「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (B-2)」、「原料保管設備D型 (C-

l)」、「原料保管設備E型 (C-2）」を配置している。単ーユニット間「粉末

缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2）」と「粉末缶搬送コンベア 粉末

缶移載装置 (B-2)」の面間距離をし了＿―_ー：こゴとなるように配置している。

核的に安全な単ーユニットの配置の維持については、十分な構造強度を

有する構造材を用いて設備・機器を固定している。

[ 4. 3-Fl] 

設備本体は下燃性材料である鋼製としている。

火災等による損傷の防止 (2) 材料を別表ヘー 3-3-1に示す。

[ 4. 3-FZ] 

回路上に配線用遮断器を設け、電気火災の発生を防止している。

安全機能を有する施設の地盤(2)

[5. 2. I-Fl] 

耐震重要度分類：第 1類

地震による損傷の防止 強度部材を別表ヘー 3-3-1に示す。

アンカーホルトで床面に固定している。
＇ ------------------------------------・ 

＇ 
津波による損傷の防止

外部からの衝撃による損傷の防止
(2) 

加工施設への人の下法な侵入等の
[5. 5-Fl] 

防止(2)
施設運転制御系システムは、外部からの下正アクセスを遮断する設計と

する。これは、核物質防護規定に基づき設置している。

加工施設内における溢水による損 [5. 6-Fl] 

傷の防止(I) 没水のおそれがなし'＇L--------; ＇に設置している。

材料及び構造
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閉じ込めの機能(I)

遮蔽

換気(2)

核燃料物質等による汚染の防止 (2)

安全機能を有する施設

搬送設備

警報設備等(2)

安全避難通路等(2)

核燃料物質の貯蔵施設

廃棄施設

放射線管理施設(2)

非常用電源設備(2)

通信連絡設備(2)

その他許可で求める仕様

添付図

添付資料―2(19/42)

[7. I-Fl] 

粉末保管容器（保管容器F型）を搬送する際に落下しないよう、機械的に

保持する構造としている。

[11. I-Fl] 

設計、製作、エ享及び検査に当たっては、国内法規に基づく規格及び基

準等に準拠し、通常時及び設計基準享故時に想定される全ての環境条件

において、その安全機能を発揮することができる設計としている。

[11. 2-Fl] 

安全機能を確認するための検査及び試験並びに当該安全機能を健全に維

持するための保守及び修理ができるように、これらの作業性を考慮した

設計としている。

[12. I-Fl] 

粉末保管容器（保管容器F型）を 1個搬送する能力を有している。

[12. 1-FZ] 

停電時保持機構を有している。

停電時保持能力：，-一―-;

[99-Fl] 

第 1類の設備・機器は、更なる安全裕度の確保として、放射線被ばくのお

それを低減するため、 LOG程度に対しても弾性範囲にとどまる設計とし

ている。

図ヘー 1-1、図ヘー 1-2、図ヘー 1-3、図ヘー 1-5、図ヘー 1-

6、図ヘー 2-1、図ヘー 3-5

(I) 粉末保管容器（保管容器F型）の構造（水が容易に侵入しない水密構造としていること、パッキン付きの蓋

をリングバントで締め付けて密閉する構造としていること）については、保管容器F型及び保管容器F型

（中性子吸収板 I型内蔵型）において遁合性を確認する。

(2) 次回以降の申請で遁合性を確認する予定の項目を別表ヘー 3-3-2に示す。

-32 -



添付資料―2(20/42) 

表ヘー 3-4 粉末缶移載装置 No.2-2 仕様

許可番号（日付） 原規規発第 1803284号（平成 30年 3月28日付け）

許可との対応 加工施設の位置、構造 搬送設備（搬出入装置）

及び設備 粉末缶移載装置

設備・機器名称 粉末缶移載装置No.2-2 

機器名

変更内容 変更なし

設置場所 第 2加工棟 ， ’―---------, 

員数 l台

型式 ハンドクレーン

主要な構造材 別表ヘー 3-4-1に示す。

般 寸法（単位： mm) 概略寸法：約~---------------~
仕 その他の構成機器

様 その他の性能 最大取扱呈•!----------- ,（粉末保管容器（保管容器F型） 1個）

核燃料物質の状態 酸化ウラン粉末

[3. I-Fl] 

技 （単ーユニットの臨界安全）

術 第 2-1領域 iここここここここ百を含む）の単ーユニソト「粉末缶搬送コン

基 ベア 粉末缶移載装置 (B-2）」を構成する。

準 濃縮度 5wt％以下

に 幾何学的形状制限（粉末保管容器数）

基 粉末保管容器（保管容器F型） 1個を移載する。

づ 粉末保管容器（保管容器F型）の水密構造

＜ 減速条件 H/U:SI. 0（粉末保管容器（保管容器F型）内）

仕

様
核燃料物質の臨界防止(2)

[3. 2-FZ] 

（複数ユニットの臨界安全）

第 2-1領域（＇L -------- ーヽ，を含む）では、単ーユニットの配置を臨界

計算により確認し、複数ユニットの臨界安全評価を実施している。その結

果に基づいて、各単ーユニット「輸送容器搬送コンベア (A-1)」、「輸送容

器搬送コンベア (B-1)」、「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2)」、

「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (B-2)」、「原料保管設備D型 (C-

l)」、「原料保管設備E型 (C-2）」を配置している。単ーユニット間「粉末

缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2）」と「粉末缶搬送コンベア 粉末

缶移載装置 (B-2)」の面間距離を』し-—------------一＇となるように配置している。

核的に安全な単ーユニットの配置の維持については、十分な構造強度を

有する構造材を用いて設備・機器を固定している。

[ 4. 3-Fl] 

設備本体は下燃性材料である鋼製としている。

火災等による損傷の防止 (2) 材料を別表ヘー 3-4-1に示す。

[ 4. 3-FZ] 

回路上に配線用遮断器を設け、電気火災の発生を防止している。

安全機能を有する施設の地盤(2)

[5. 2. I-Fl] 

耐震重要度分類：第 1類

地震による損傷の防止 強度部材を別表ヘー 3-4-1に示す。

アンカーホルトで床面に固定している。
’―----------------------------------, 
＇ ----------------------------------

津波による損傷の防止

外部からの衝撃による損傷の防止
(2) 

加工施設への人の下法な侵入等の
[5. 5-Fl] 

防止(2)
施設運転制御系システムは、外部からの下正アクセスを遮断する設計と

する。これは、核物質防護規定に基づき設置している。

加工施設内における溢水による損 [5. 6-Fl] 

傷の防止(I) 没水のおそれがない： 9に設置している。

材料及び構造
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通信連絡般備に

その他許可で求め

応仁芝ご

（l) 粉末保管容器

をリングバン
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(2) 

:：. l-Fll 

玲天保管容器

保持する構造と

F型）を抱送すろ

ているタ

添付資料―2(21/42)

しない；てう、機成的に

[IL 1-FIJ 

設計、製作、

等に準拠し、

おいて、そ

[IL 2-Fl' 

呂たっては、国内，去蜆に基づく規格及び基準

通常時及び股計基準享故時に想定される全ての環境条件に

ことができる設計としている。

安全機差を確認するための検査及び試験並びに

持するための保守及び修理がてきるように、ごれ

般計としているむ

[12. l-Fll 

粉夫保管容弱 F星）
-1 2. 1 -F2 ] 

；ている
”——~;——’ J : 9 ,  停電時保持能）”

[99・Fl] 

を 1

を健全に唯

ヶ）作業生を考慮、 -7ご

を有してし汀5<

第 1頷の投備・機器は、更なる安全裕度の確保ごして、放射緑阪ばくアお

それを低減するため、 LOG 程度に対しても弾性範阿にととまる設計•とぃ9

て＼＇、な

図＼ー 1-1．図ヘー 1-2、翌＼ 1 

6、図ヘー 2-1、図ヘー 3-6 

3、図ヘ-1 - 5 、図へ~ー 1 -

F幸）の構造（水が容易に浸入しない水密嘩造と/ているごと、パッキン吋きむ蓋

としていろこと）については、保管容器F型及び保管容弄F型

において適合性

を別表ヘー 3-4-2に示す硲

.. 34 -



添付資料―2(22/42) 

表ヘー 3-5 粉末缶搬送コンベア No.2 仕様

許可番号（日付） 原規規発第 1803284号（平成 30年 3月28日付け）

許可との対応 加工施設の位置、構造 搬送設備（搬出入装置）

及び設備 粉末缶搬送コンベア

設備・機器名称 粉末缶搬送コンベア No.2 

機器名

変更内容 変更なし

設置場所 第 2加工棟，’―---------, ． 
員数 l台

型式 ローラコンベア

主要な構造材 別表ヘー 3-5-1に示す。

般 寸法（単位： mm) 概略寸法：約9:---------------'  

仕 その他の構成機器 上皿電子天秤

様 その他の性能 最大取扱呈•, -----------! （粉末保管容器（保管容器F型） 12個）

核燃料物質の状態 酸化ウラン粉末

[3. I-Fl] 

技 （単ーユニットの臨界安全）

術 第 2-1領域（し---------：を含む）の単ーユニソト「粉末缶搬送コン

基 ベア 粉末缶移載装置 (B-2）」を構成する。

準 濃縮度 5wt％以下

に 幾何学的形状制限（コンベア配列）

基 粉末保管容器（保管容器F型）を搬送するコンベアの配列： l段 X列数：

づ 2列以下

＜ （粉末缶移載装置 2台（粉末缶移載装置 No.2-1、粉末缶移載装置No.2-

仕 2) の粉末保管容器（保管容器F型）それぞれ 1個を含む）

様 列の面間距離： 10cm以上

粉末保管容器（保管容器F型）

直径： 30cm以下

高さ： 22cm以下

核燃料物質の臨界防止(2)
質呈 •I. I kgU235以下／粉末保管容器（保管容器F型）

粉末保管容器（保管容器F型）の水密構造

減速条件H/U:SI. 0（粉末保管容器（保管容器F型）内）

[3. 2-FZ] 

（複数ユニットの臨界安全）

第 2-1領域（，L-------------------• 屁含む）では、単ーユニヽノ‘ トの配置を臨界

計算により確認し、複数ユニットの臨界安全評価を実施している。その結

果に基づいて、各単ーユニット「輸送容器搬送コンベア (A-1)」、「輸送容

器搬送コンベア (B-1)」、「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2)」、

「粉末缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (B-2)」、「原料保管設備D型 (C-

l)」、「原料保管設備E型 (C-2）」を配置している。単ーユニット間「粉末

缶搬送コンベア 粉末缶移載装置 (A-2）」と「粉末缶搬送コンベア 粉末

缶移載装置 (B-2)」の面間距離をここここになるように配置している。

核的に安全な単ーユニットの配置の維持については、十分な構造強度を

有する構造材を用いて設備・機器を固定している。

[ 4. 3-Fl] 

設備本体は下燃性材料である鋼製としている。

火災等による損傷の防止 (2) 材料を別表ヘー 3-5-1に示す。

[ 4. 3-FZ] 

回路上に配線用遮断器を設け、電気火災の発生を防止している。

安全機能を有する施設の地盤(2)

[5. 2. I-Fl] 

耐震重要度分類：第 1類

地震による損傷の防止 強度部材を別表ヘー 3-5-1に示す。

アンカーホルトで床面に固定している。

・-------------------------------------―’ ＇ ＇ 
津波による損傷の防止
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外部からの衝撃による損傷の防止
(i i 

加工施設への人の下法な侵入等の

防止②
ステムは、侭部からの大正アクセス

物質因葛規定に基づき設置ぃている。

加工疵設ズにお戸る翌水による？員

ご

,，［・_・_・_・_ご了ご方に設匿している＜

F型）を椴送する衷に落下しないよ竺、ス・ヘッパ

及びガイトを股けている<

よる汚染の訪止図

[IL I-FI] 

設計、

準等に準翌し、

において`

:u.Z-FI] 

安全嗅能を確認するだめの検査及び試験並びに

持するための保守及び麻理ができるように、これら

投計としている＾

［は I-FI]

ここができ

当たっては、国内法規に基“づく

される全て

と～て<‘そ

F型） 12個を掴送する能力ををしていな

その他許冒で求める仕嘩
更なる安全裕度の→ ,c

り G程度に対して

活付図
5、図へ…<1-

、し
’~\ 

\/~ 

”J 
/
，

1
 

ているさ

図ヘー 1-1、図ヘー 1-2、図ヘー 1-3、図ヘー 1

6、図ヘー 2-1、図・、 3 -7 

F型）の構造（水が容易に侵入しない水密構呈ごしているここ、パッ

をリングパンドで締紗t：すて密聾する樺考こしているごご）については、安管容器F

戸生二戊収板 I型内蔵型）において適合性

予定の項目を別表ヘー 3 L

つ

ITI壺

F型

2に示す。
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------~ ------, --------------------------------------------------------------------------------------------------------
＇ ， ： 四翌 本申請に係る設備・機器

~-------------; 1 「 平 而 図
@．立体角評価における基準点

番
名 称 番号 名 称 番号 名 称

号

5011 輸送容器搬送コンベア No.1-1 5018 粉末缶搬送コンベア No.1 5027 原料保管設備E型原料搬送設備粉末搬送機No.2

5012 輸送容器搬送コンベア No.1-2（コンベアカバ-No1を含む。） 5020 粉末缶搬送コンベア No.2 5028 原料保管設備E型原料搬送設備粉末搬送機No.3

5013 輸送容器搬送コンベア No.2-1 5021 原料搬送設備No.2 粉末スタノカクレーン 5028 原料保管設備E型原料搬送設備粉末搬送機No.4

5014 輸送容器搬送コンベア No.2-2（コンベアカバ-No2を含む。） 5022 原料搬送設備No.2 粉末缶コンヘア 5030 原料保管設備D型 No.l

5015 粉末缶移載装置No.1-1 5023 原料搬送設備No.2 粉末缶コンヘア 5031 原料保管設備E型 No.l

5016 粉末缶移載装置No.1-2 5024 原料搬送設備No.2 粉末缶受台 5040 ペレット保管ラック B型 No.1

5017 粉末缶移載装置No.2-1 5025 原料搬送設備No.2 粉末缶台車 5041 ペレット搬送設備No.3 ペレットスタッカクレーン

5018 粉末缶移載装置No.2-2 5026 原料保管設備E型原料搬送設備粉末搬送機No.l

X軸 東西方向、 Y軸 南北方向、 Z軸 上下方向

図ヘー 1-3 第 2加工棟の設傭及び機器の配置詳細図 (1階）

蒜
立
軍
立
'
2
(
2
4
/
4
2
)



-

3
8
 -

図ヘー 2-1 搬送設備（搬出入装置）配置図

赤色線 ：追加・変更部、青色線 ：追加・変更部、拡大範囲の指示記号 （単位 mm)
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図ヘー 2-2 輸送容器搬送コンベア No.1-1 
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図ヘー 2-3 輸送容器搬送コンベア No.1-1 （図ヘー 2-2 ①拡大図）
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図ヘー 2-4 輸送容器搬送コンベア No.1-2 
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図ヘー 2-5 輸送容器棚送コンベア No.1-2 （図へ •-2-4 ①拡大図）
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図ヘー 2-6 コンベアカバーNo.1111
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図ヘー 2-7 コンベアカバーNo.1 （図ヘー 2-6 ①②拡大図）
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図ヘー 2-8 粉末缶移載装置 No.1-1 
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図ヘー 2-9 粉末缶移載装置 No.1-2 
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図ヘー 3-1 輸送容器搬送コンベア No.2-1 
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図ヘー 3-2 輸送容器搬送コンベア No.2-2 
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図ヘー 3-4 コンベアカバーNo.2 （図ヘー 3-3 ①②拡大図）
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図ヘー 3-5 粉末缶移載装置No.2-1
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図ヘー 3-6 粉末缶移載装置 No.2-2
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添付資料－３ 

原規規発第 2007305 号 

 

 

 
 

 

 

原子燃料工業株式会社  熊取事業所

使 用 前 検 査 成 績 書 

（その１－３） 
 

 [核燃料物質の貯蔵施設] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力規制委員会 
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使 用 前 検 査 成 績 書 

申請者及び事業所名 原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検 査 範 囲 

核燃料物質の貯蔵施設 

輸送容器搬送コンベア No.1-1 

輸送容器搬送コンベア No.1-2 

粉末缶移載装置 No.1-1 

粉末缶移載装置 No.1-2 

粉末缶搬送コンベア No.1 

輸送容器搬送コンベア No.2-1 

輸送容器搬送コンベア No.2-2 

粉末缶移載装置 No.2-1 

粉末缶移載装置 No.2-2 

粉末缶搬送コンベア No.2 

 

検 査 場 所 
原子燃料工業株式会社  熊取事業所  

大阪府泉南郡熊取町朝代西一丁目９５０番地  

申 請 年 月 日 及 び 

申 請 番 号 
 

検 査 項 目 検 査 年 月 日 結 果 摘 要 

別紙－２のとおり 別紙－１のとおり 
別紙－２の

とおり 
別紙－２のとおり 

原 子 力 検 査 官 別紙－１のとおり 

検 査 立 会 責 任 者 

（ 役 職 名 ） 
別紙－１のとおり 

備 考 

設工認申請書に記載されている核燃料物質の加工の事業に

関する規則第３条の６第４号に基づく加工施設の性能検査を

もって終了とする。 



 

 

別紙－１ 

検査年月日 原子力検査官 
検査立会責任者 

（役職名） 
特記事項 

年   月   日 

  

 

年   月   日 

  

 

年   月   日 

  

 

年   月   日 

  

 

-5
8

- 
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別紙－２ 

検 査 項 目 検 査 年 月 日 結 果 摘 要 

材 料 検 査     年  月  日  
別紙－３、４ 

のとおり 

員 数 検 査     年  月  日  
別紙－５、６ 

のとおり 

配 置 検 査     年  月  日  
別紙－７、８ 

のとおり 

据 付 検 査     年  月  日  
別紙－９、１０ 

のとおり 

外 観 検 査     年  月  日  
別紙－１１、１２ 

のとおり 

設計変更の生じた構築物

等に対する適合性確認結

果の検査 

    年  月  日  
別紙－１３、１４ 

のとおり 
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別紙－３ 

 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検査項目：材料検査 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 

□輸送容器搬送コンベア No.2-2 

確 認 事 項 結 果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていることを確認する。  記録 

必要な図面等が準備されていることを確認する。  記録 

 

備   考： 
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別紙－４ 

材 料 検 査 記 録 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 

□輸送容器搬送コンベア No.2-2 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

耐震補強部材の材料が使用前検査実施要領書（以下

「要領書」という。）添付資料-2「表１」のとおり

であること。 

  

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

耐震補強部材の材料が要領書 添付資料-2「表２」

のとおりであること。 
  

備   考： 

 本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－１５に示す。 
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別紙－５ 

 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検査項目：員数検査 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 

□輸送容器搬送コンベア No.2-2 

確 認 事 項 結 果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていることを確認する。  記録 

必要な図面等が準備されていることを確認する。  記録 

 

備   考： 
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別紙－６ 

 

員 数 検 査 記 録 

検査年月日：     年    月    日 

検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 

□輸送容器搬送コンベア No.2-2 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

【輸送容器搬送コンベア No.1-2】 

耐震補強部材の員数が要領書 添付資料-2「表１」

のとおりであること。 
  

【輸送容器搬送コンベア No.2-2】 

耐震補強部材の員数が要領書 添付資料-2「表２」

のとおりであること。 
  

備   考： 

 本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－１５に示す。 
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別紙－７ 

 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：     年    月    日 

検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検査項目：配置検査 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-1  □輸送容器搬送コンベア No.2-1 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2  □輸送容器搬送コンベア No.2-2 

□粉末缶移載装置 No.1-1     □粉末缶移載装置 No.2-1 

□粉末缶移載装置 No.1-2     □粉末缶移載装置 No.2-2 

□粉末缶搬送コンベア No.1    □粉末缶搬送コンベア No.2 

確 認 事 項 結 果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていることを確認する。  記録 

必要な図面等が準備されていることを確認する。  記録 

 

備   考： 

 

 

 



- 65 - 

別紙－８ 

 

配 置 検 査 記 録 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-1  □輸送容器搬送コンベア No.2-1 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2  □輸送容器搬送コンベア No.2-2 

□粉末缶移載装置 No.1-1     □粉末缶移載装置 No.2-1 

□粉末缶移載装置 No.1-2     □粉末缶移載装置 No.2-2 

□粉末缶搬送コンベア No.1    □粉末缶搬送コンベア No.2 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

既設の配置が設工認申請書のとおりであること。   

【輸送容器搬送コンベア No.1-2、輸送容器搬送コンベ

ア No.2-2】 

耐震補強部材の配置が設工認申請書のとおりであ

ること。 

  

備   考： 

 本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－１５に示す。 
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 別紙－９ 

 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検査項目：据付検査 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 

□輸送容器搬送コンベア No.2-2 

確 認 事 項 結 果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていることを確認する。  記録 

必要な図面等が準備されていることを確認する。  記録 

 

備   考： 
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別紙－１０ 

 

据 付 検 査 記 録 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 

□輸送容器搬送コンベア No.2-2 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

耐震補強部材の据付位置及び据付状態が設工認申請

書に記載されたとおりであること。   

耐震補強部材のうちアンカーボルトの径及び本数が

設工認申請書に記載されたとおりであること。   

備   考： 

 本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－１５に示す。 
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別紙－１１ 

 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検査項目：外観検査 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-1  □輸送容器搬送コンベア No.2-1 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2  □輸送容器搬送コンベア No.2-2 

□粉末缶移載装置 No.1-1     □粉末缶移載装置 No.2-1 

□粉末缶移載装置 No.1-2     □粉末缶移載装置 No.2-2 

□粉末缶搬送コンベア No.1    □粉末缶搬送コンベア No.2 

確 認 事 項 結 果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていることを確認する。  記録 

必要な図面等が準備されていることを確認する。  記録 

 

備   考： 
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別紙－１２ 

 

外 観 検 査 記 録 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-1  □輸送容器搬送コンベア No.2-1 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2  □輸送容器搬送コンベア No.2-2 

□粉末缶移載装置 No.1-1     □粉末缶移載装置 No.2-1 

□粉末缶移載装置 No.1-2     □粉末缶移載装置 No.2-2 

□粉末缶搬送コンベア No.1    □粉末缶搬送コンベア No.2 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

既設の外観に使用上有害な傷、変形がないこと。   

【輸送容器搬送コンベア No.1-2、輸送容器搬送コン

ベア No.2-2】 

耐震補強部材の外観に使用上有害な傷、変形がない

こと。 

  

【輸送容器搬送コンベア No.1-2、輸送容器搬送コン

ベア No.2-2】 

既設で不要なアンカーボルトが設工認申請書に記載

されたとおりに撤去されていること。 

  

備   考： 

 本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－１５に示す。 
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別紙－１３ 

 

検 査 前 確 認 事 項 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検査項目：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-1 □輸送容器搬送コンベア No.2-1 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 □輸送容器搬送コンベア No.2-2 

□粉末缶移載装置 No.1-1    □粉末缶移載装置 No.2-1 

□粉末缶移載装置 No.1-2    □粉末缶移載装置 No.2-2 

□粉末缶搬送コンベア No.1   □粉末缶搬送コンベア No.2 

確 認 事 項 結 果 確認方法 

申請者の品質記録が準備されていることを確認する。  記録 

必要な図面等が準備されていることを確認する。  記録 

 

備   考： 
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別紙－１４ 

設計変更の生じた構築物等に対する 

適合性確認結果の検査記録 
 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

検 査 範 囲 

及び対象機器 

検査対象（□内にレ点を入れる） 

 

核燃料物質の貯蔵施設 

□輸送容器搬送コンベア No.1-1 □輸送容器搬送コンベア No.2-1 

□輸送容器搬送コンベア No.1-2 □輸送容器搬送コンベア No.2-2 

□粉末缶移載装置 No.1-1    □粉末缶移載装置 No.2-1 

□粉末缶移載装置 No.1-2    □粉末缶移載装置 No.2-2 

□粉末缶搬送コンベア No.1   □粉末缶搬送コンベア No.2 

判 定 基 準 結 果 検査方法 

設工認申請書に従って行われ、下記の性能の技術基準に適

合していること。 

・核燃料物質の臨界防止（第３条第１項、第２項） 

・火災等による損傷の防止（第４条第３項） 

・地震による損傷の防止（第６条第１項） 

・加工施設内における溢水による損傷の防止（第１０条） 

・閉じ込めの機能（第１２条） 

・安全機能を有する施設（第１６条第２項） 

・搬送設備（第１７条） 

  

備   考： 

 本検査で確認した申請者の品質記録等を別紙－１５に示す。 
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別紙－１５ 

 

記 録 一 覧 表 

検査年月日：     年    月    日 

                    検査場所：原子燃料工業株式会社 熊取事業所 

No. 確認した書類の名称 文書番号、制定年月日等 備 考＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＊備考欄の記載について 

(材)：材料検査、(員)：員数検査、(配)：配置検査、(据)：据付検査、（外）：外観検査、 

（適合）：設計変更の生じた構築物等に対する適合性確認結果の検査 




